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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

(1) 本県における施設キュウリの代表的作型は、半促成栽培＋抑制栽培の１年２作体系である。この体系

の省力化技術として、抑制栽培における不耕起連続栽培技術を 確立した。 

(2) 本技術は、①市販のセル苗を購入し、②半促成栽培で使用した植え床をそのままの状態で利用し、③

購入セル苗を二次育苗することなく直接定植するものである。 

(3) 本技術では、従来行ってきた育苗、施肥、耕うん、畦立て・灌水資材の設置、マルチ被覆等の各作業を

省略することができる。また、セル苗を利用することで苗運搬作業が慣行より軽労化されるとともに、半促成

栽培の後片づけも簡略化される。 

(4) セル苗を用いた不耕起連続栽培におけるキュウリの生育収量は、慣行栽培と同等である。

２ 期待される成果 

キュウリの半促成栽培＋抑制栽培の体系で、抑制栽培にセル苗を利用した不耕起栽培を導入すること

で、抑制栽培の作業時間を約10％（約60時間）削減することができる。 

３ 適用範囲 

県内の施設キュウリ栽培 

４ 留意点 

(1) セル苗は、購入後できるだけ早めに定植する。

(2) セル苗は、若苗なので定植後活着までは灌水をこまめに行う(少量多灌水)。

Ⅱ 具体的データ等 



Ⅲ その他 
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